
192Cafe とは？

統計地図と土地活用の様子をレイヤー
で重ねる

米の生産が多い地域を土地利用図や
降水量の図と比べるなど...
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コメントを追加

統計×土地活用

歩いたら…とか、新幹線なら…とか、
選択肢が多く思考の幅が広がる

なぞりながら測れるのが良いですね
匿名

� �

コメントを追加

距離計測の方法が多い！

飛行機もあるといいなと思いました。
匿名

まずは使ってみよう！

私立小学校の先生たちを中心としたコミュニティ。「教育× ICT」をテーマに、学校、教科間の壁を越えて「未来の学び」につ
いて考える情報共有の場として、さまざまなイベントやセミナー、研究会などを開催しています。

2024年8月東京で開催された「192Cafe meet デジタル地図帳」は、
デジタル地図帳を活用した授業アイデアを考え共有するイベント。

私立・公立小学校から参加した約30名の先生が教材研究をし、それを経て生まれた授業アイデアを
グループで話し合い、発表、共有し合いました。すぐに実践できそうな活用術から改善のアイデアまで、

ICT教育や地図教育への熱い思いで先生どうしがつながる1日となりました。

掲示板アプリ（Padlet）を使って、授業アイデ
アをブルー、イチオシ機能をイエロー、改善の
要望をレッドで共有しました。

デジタル地図帳、ここがいい！ここが惜しい！

「たくさん使ってみて、周りに広めてほしい」という192Cafe事務局
の為田さん（写真中央上）の呼びかけで、まずは教材研究から。

先生それぞれの視点や授業環境
から生まれたアイデアを話し合
うグループディスカッション。

使い方や機能を帝国書院スタッフが
しっかりサポート！

を活用しよう！
授業で

デジタル地図帳デジタル地図帳デジタル地図帳

192Cafe × デジタル地図帳
コラボイベントが開催されました!

いろんな機能を試して、

いじり倒してみてくださいね！

リアルタイムでの投稿内容には、
続々と、ほかの先生から 

「いいね」やコメントで反応が！
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●レイヤー表示の選択で情
報が絞れる。授業で子ども
たちに学んでほしい情報に
効 果 的にアクセスできて、
先生も準備が楽になる。

●国土地理院の地理院地図
と連動できる機能があると
便利かもしれない。

●同心円を使うことで100km
圏などの距離感をつかめる。

●国語の授業で手こぎ船で移動
する場面が出てきたときに、デ
ジタル地図帳を活用すれば、手
こぎ船で「おばあちゃんの家ま
でいける距離だね」などと実際
の距離に結び付けて考えられる。

●統計資料から自動的に作れる
ものには統計地図と円グラフの
2種類があり使いやすい。さら
にレイヤー切り替えで自然や土
地利用を確認すれば、その原因
や要因を考えることができる。

●色分けされた地図でランキン
グが瞬時に見える化できる。上
位10位と下位10位の両方を各
地図で表示できるといい。

ピンチインしていくと自動的
にWebの地図に切り替わっ
たり、ピンチアウトすると帝
国書院の地図に戻ったりでき
ると防災や身近な地域の学習
につながると思うので、今後、
身近な地域の地図との連携は
しっかりやりたいですね。

先生それぞれの授業アイデアとして共有された内容は、「レイヤー切り
替え」「距離計測」「統計資料」の３つの機能に集約されました。それぞ
れのテーマでグループになり、意見やアイデアをまとめて発表しました。

他教科との連携を意識して
いるので、同心円や自由曲
線の距離計測などの機能が
増えました。やはり24時
間でどこまで歩けるか、と
いうような距離感がつかめ
ることは大事にしています。

統計情報の地図化、グラフ
化といった、デジタルだか
らこそできることは突きつ
めたいと思っています。ま
た、上位があれば下位があ
る、その因果関係は必ずあ
るので、ぜひやりたいですね。

情報を絞ることで、
子どもたちに分かりやすく伝えられる。

身の回りに結び付けて距離感をつかみやすい。

統計地図やランキングで瞬時に比較化・視覚化。
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グループディスカッションで成果を共有！

帝国書院より

帝国書院より

帝国書院より
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参加した先生に感想を聞きました

棒グラフと折れ線グラフを学習す
る4年生の算数でも雨温図を使え
るかなと思いました。６年生になっ
ても、江戸時代の参勤交代のルー
トなどを距離計測を活用して調べ
させたいですね。

デジタル地図帳は、紙の地図帳がただデジタル表示されたものと思う方が多いんですが、情
報量を子どもの理解や発達段階に応じてコントロールしたり、アンケートをとって子どもた
ちの回答を地図やランキングに反映するツール
があったり、学校現場で使うことに特化して作
られています。学校によって、子どもたちの様
子も学力も必要な授業も違う。だからこそ同じ
機能でも、どういうふうにどのような目的で使
うのか、先生一人一人が子どもたちの反応を見
ながら有機的に活用できるものだと思います。
ぜひ、自分の学校や周りの先生、ひいては保護
者にも広めていただきたいですね。

令和6年度版『楽しく学ぶ 小学生の地図帳　指導書　指導者用デジタル
教科書（教材）』が、お手元にある方は、ぜひ一度使ってみてください。

表示するレイヤーを一から選べる
など、子どもたちに選択権がある。
子どもたち自身で選択して学びを
決めていくというのに有効活用で
きるなと思いました。

デジタル地図帳は初期設定してい
ても使っていなかったので、この
ように多くの機能があって、いろ
いろできると体験できたことは大
きかったです。さまざまな場面で
使っていきたいです。

レイヤー機能は先生が届けたい情
報を効率的に伝えられるし、子ど
もたち自身が表示する要素を自由
に選定することもできる。効果的
に使えそうですね。

「雨温図が楽しい！
４年生の算数でも使えそうです」

「選ぶことができるのは
すごく素晴らしいと思います」

「機能がたくさんあって
いろいろできるんだなって」

「届けたい情報を
効果的・効率的に渡せそうですね」

日本女子大学附属豊明小学校　齋藤華子先生

練馬区立大泉第四小学校　内海孝亮先生

為田裕行氏
192Cafe 事務局／ 
フューチャーインスティテュート
株式会社代表取締役

横浜市立西柴小学校　植野鐘太先生

戸田市立芦原小学校　若林広泰先生

子どもの意欲や関心を引き出すデジタル地図帳

「192Cafe meet デジタル地図帳」のイベントの様子は
Webサイトでも詳しく紹介しています。
右のQRコードからアクセスください。

Webサイト
指導者用

デジタル教科書

192Cafe事務局 より

アンケート集約地図化ツール まっぴん
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